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東京都施設におけるIPv6ビルファシリティ実験について

NTTコミュニケーションズ株式会社
ブロードバンドIP事業部

杉本直哉

－ 平成17年度総務省IPv6移行実証実験 －
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背景と狙い背景と狙い

Å CO2削減、エネルギー消費量削減などの環境対策機運の高
まり

Å ファシリティ管理システムの高度利用、スケーラビリティを束
縛する課題（ベンダ間の相互接続性やネットワークセキュリ
ティなど）

Å マルチベンダ下でも効率的な管理を可能にするための、
IPv6技術による通信プロトコルのオープン化・共通化

Å 管理形態の多様化やサービス向上を実現するための、IPv6
の特徴を生かしたセキュリティの向上

実証実験実証実験
の狙いの狙い

ビル内の設備管理システムの遠隔・一元管理による
運用の効率化、エネルギー消費量の削減を目指す

ビル内の設備管理システムの遠隔・一元管理によるビル内の設備管理システムの遠隔・一元管理による
運用の効率化、エネルギー消費量の削減を目指す運用の効率化、エネルギー消費量の削減を目指す
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IPv6IPv6時代のネットワーク使われ方（イメージ）時代のネットワーク使われ方（イメージ）

AV機器

IP電話
OA機器

携帯電話
FW/NAT

GW

ホームルータ/NAT

サーバ群

インターネット

ICタグ（企業間連携）

ホームシステム

ロボット

センサーネットワーク
ビルファシリティ
都市ネットワーク

遠隔保守・メンテナンス

携帯端末
モバイル

防犯・防災
（接続性）

企業間連携
（M2Mｾｷｭﾘﾃｨ)

映像配
信
（低遅
延）

音声通話
（低ゆらぎ）

遠隔操作
（ﾘｱﾙﾀｲﾑ）

多数端末
（広範囲）

End-End通信（M2M通信)
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エンド・エンド間での
セキュア通信の実現

新しいパートナー間
での設定が容易

IPv4IPv4ではプライベートアドレスのバッティングによりではプライベートアドレスのバッティングによりM2MM2MでのでのIPsecIPsec通信が難しい通信が難しい
IPv6IPv6をベースとすることで、エンド・エンド間を接続するをベースとすることで、エンド・エンド間を接続するM2MM2M--VPNVPNを構築できる。を構築できる。

インターネット

インターネット
IPsec
機器

IPsec
機器R R

グローバルアドレス プライベートアドレスプライベートアドレス

IPv4IPv4

IPv6IPv6

グローバルアドレス

RR

NAT/FW NAT/FW

異なるベンダ間での
相互接続性が低い

サイト間
セキュア通信

エンド・エンド間
セキュア通信

R

IPsec通信

LAN上は
セキュリティが低い

支店 A

支店 A

支店 B

支店 B

提携企業

IPsec通信

IPsec通信

IPv6IPv6をベースとしたをベースとしたM2MM2M（（MachineMachine--toto--Machine) Machine) セキュア通信セキュア通信

FW FW
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実験内容実験内容

1.1. ビルファシリティ群管理ビルファシリティ群管理
Å エレベータ、空調などのビルファシリティ管理システムを複数のベンダで構

築。
Å 設備管理情報、監視映像などを、ビル施設外部からIPv6ネットワーク経由

でEnd-to-Endセキュア通信技術（m2m-x）、QoS技術を用いて安全・確実
に収集、分析できることを検証。

2.2. 情報共有に基づく運用改善情報共有に基づく運用改善
Å 静寂性が求められる美術館で、温湿度情報や、人感センサやIPカ

メラからの情報を館内のスタッフが携帯端末等を使って迅速かつ
的確に共有するなど、情報共有に基づく運用改善効果を検証。

3.3. ビルファシリティを活用した利用者サービスビルファシリティを活用した利用者サービス
Å ビル施設の特定部分に温湿度センサ、人感センサを導入し、温湿度と滞

留者人数との相関を分析することで、館内の混雑度に応じて空調の強弱
を変えるなど、エネルギー削減と予測制御の可能性を検証。また大型ディ
スプレイにリアルタイムで混雑度を表示するなど利用者サービス向上を検
証。
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■■ IPv6IPv6をベースとしたをベースとしたP2PP2P型群管理の適用型群管理の適用
Å 設備管理系を、データ系、IP電話系のトラフィックを１つのネットワーク上で共有
Å 数万点にも及ぶビル管理ノードの稼動状況を、センターから群管理し利用管理コストを削減

Å 各設備のベンダからピンポイントにリモートアクセスさせることで、迅速な故障切り分け処置や、決め細や

かなエネルギー削減分析などが実現

ビルファシリティ群管理ビルファシリティ群管理

△△博物館

東京芸術劇場

東京都美術館

人感センサ
監視カメラ

センタと情報交換

ベンダC

ベンダB

ベンダA

設備管理
システム

技術者

○○美術館
ｴﾈﾙｷﾞｰ総量
・前月比
・前年比

周辺気象ﾃﾞｰﾀ

設備一元管理／遠隔制御

△△劇場

ｴﾈﾙｷﾞｰ総量
・前月比
・前年比

周辺気象ﾃﾞｰﾀ

エレベータ
運行情報

エレベータ
運行情報

気象データ（近隣外部）

施設との連携

専門家による
データの分析

エネルギー消費の分析

ビル設備管理システム

TV電話

分析結果に基づく
消費エネルギーの最小化

遠隔管理支援を前提とした
日常管理業務の効率化

東京都センタ

温度分布測定

エレベータの
監視

運行情報や警報等の集積

保守機器の状態把握

日常管理業務の代行※本実験は総務省「IPv6移行実証実験」の一部として実施しています。

施設間
ネットワーク
（IPv6）

外部データとの連携




